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資料１　第１回常任委員会，第２回常任委員会及び第３回常任委員会における審議決定事

項等

（１）　総務企画関係

　①　各種基本方針等の策定

　　・第７４回国民体育大会開催基本構想 （別途配布）

　　・第７４回国民体育大会会場地市町村選定基本方針 ・・・Ｐ　１

　　・第７４回国民体育大会会場地市町村選定基準 ・・・Ｐ　２

　　・第７４回国民体育大会県及び会場地市町村の業務分担・経費負担基本方針

 ・・・Ｐ　３

　　・第７４回国民体育大会県及び会場地市町村の業務分担・経費負担細目 ・・・Ｐ　４

　　・第７４回国民体育大会茨城県準備委員会専門委員会規程及び専門委員 ・・・Ｐ１２

　②　会場地市町村の選定

　　・第７４回国民体育大会会場地市町村選定 ・・・Ｐ１６

　③　開閉式会場の選定

　　・第７４回国民体育大会開閉会式会場 ・・・Ｐ１８

（２）　施設整備関係

　①　各種基本方針等の策定

　　・第７４回国民体育大会競技施設整備基本方針 ・・・Ｐ１９

　　・第７４回国民体育大会競技施設基準 ・・・Ｐ２１

（３）　競技運営関係

　①　各種基本方針等の策定

　　・第７４回国民体育大会実施予定競技選択基本方針 ・・・Ｐ６８

　　・第７４回国民体育大会競技役員等編成基本方針 ・・・Ｐ６９

　　・第７４回国民体育大会競技役員等養成基本方針 ・・・Ｐ７１

　　・第７４回国民体育大会公開競技実施基本方針 ・・・Ｐ７２

　　・第７４回国民体育大会デモンストレーションスポーツ実施基本方針 ・・・Ｐ７３

（４）　広報・県民運動関係

　①　各種基本方針等の作成

　　・第７４回国民体育大会広報基本方針 ・・・Ｐ７４

　　・第７４回国民体育大会広報基本計画 ・・・Ｐ７５

　②　愛称・スローガン募集

　　・第７４回国民体育大会　愛称・スローガン募集要項 ・・・Ｐ７７

資料２　第７４回国民体育大会茨城県準備委員会会則 ・・・Ｐ８１

資料３　第７４回国民体育大会茨城県準備委員会役員名簿 ・・・Ｐ８５

資料４　第７４回国民体育大会茨城県準備委員会委員名簿 ・・・Ｐ８６
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第７４回国民体育大会会場地市町村選定基本方針

　会場地は地方スポーツの普及・振興と地方文化の発展に寄与することを目的とする国民

体育大会の趣旨並びに第７４回国民体育大会開催基本方針に基づき，次により選定する。

１　会場地は，県内それぞれの地域に根ざしたスポーツ文化活動の振興を図るため，可能

な限り県内各地に分散する。

２　同一競技は，同一市町村で行うことを原則とするが，２市町村以上で開催する場合は，

可能な限り近隣市町村で行うこととする。

３　会場地の選定に当たっては，市町村の開催希望及び実施競技団体の意向並びに競技施

設や宿泊能力，交通の便などを考慮するとともに，地域のスポーツの伝統や特性及び住

民の国民体育大会に対する熱意や積極性などを総合的に判断する。

平成 24 年５月 28 日

第 1回常任委員会決定
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第７４回国民体育大会会場地市町村選定基準

　第７４回国民体育大会（以下「国体」とする。）における会場地及び開・閉会式会場は，

第７４回国民体育大会会場地市町村選定基本方針に基づき，次により選定する。

１　選定の対象

　　開・閉会式のほか，正式競技と特別競技の会場地市町村とする。

　　なお，公開競技，デモンストレーションスポーツについては，別途選定する。

２　選定の基準

　　次の基準を基本に，統合的な判断のもと選定する。

（１）　競技会場地

　　①　市町村の開催希望と競技団体の意向が原則として合致していること。

　　②　同一競技を複数の市町村に分けて実施する場合は，大会運営に支障をきたさない

こと。

　　③　会場は，原則として既存施設を活用することとし，「国民体育大会開催基準要項

細則(公益財団法人日本体育協会)」で定める施設基準(以下「施設基準」とする。)

を満たすものであること。

　　　　なお，施設基準については，対象となる施設の整備状況等を考慮した上で，弾力

的な運用を関係機関に対し要請する。

　　④　競技役員等の確保，付帯施設(観客席，駐車場等)の整備，地域住民のボランティ

アとしての参画など，大会運営に必要な体制が整えられること。

　　⑤　選手・役員の輸送，交通手段及び宿舎を確保できること。

　　⑥　国体開催に対する熱意があり，開催競技をはじめとする国体後のスポーツ振興に

積極的に取り組む意欲を有すること。

（２）　開・閉会式会場

　　①　会場は，原則として既存施設を活用することとし，施設基準を満たすものである

こと。

　　　　なお，施設基準については，対象となる施設の整備状況等を考慮した上で，弾力

的な運用を関係機関に対し要請する。

　　②　会場周辺に，駐車場等の用地や仮設テント等のスペースが確保できること。

　　③　多数の参集者が短時間で集まることができる輸送・交通手段が確保できること。

　　④　会場周辺に相当の宿泊受入能力があること。

平成 24 年５月 28 日

第１回常任委員会決定
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第７４回国民体育大会県及び会場地市町村の

業務分担・経費負担基本方針

　第７４回国民体育大会の開催にあたり，県及び会場地市町村は，次の基本方針に基づき

業務を分担し，経費を負担するものとする。

　ただし，関係機関からの補助を妨げない。

１　県が分担する業務と負担する経費

（１）　全県的な業務推進の基本となる計画の策定及び当該計画の実施並びに推進に必要な

総合調整，連絡及び指導に関する業務を分担し，経費を負担する。

（２）　開・閉会式の実施及び大会実施本部の運営等，全県的・総合的な国体業務の準備・

運営に関する業務を分担し，経費を負担する。

（３）　競技会場及び練習会場となる県有施設・設備の整備に関する業務を分担し，経費を

負担する。

２　会場地市町村が分担する業務と負担する経費

（１）　競技会の会場地として必要な業務の計画策定及び当該計画の実施並びに推進に必要

な調査，連絡及び調整に関する業務を分担し，経費を負担する。

（２）　 競技会の開会式，表彰式並びに競技本部の運営等競技会実施の準備・運営に関す

る業務を分担し，経費を負担する。

（３）　競技会場及び練習会場となる市町村有施設・設備の整備に関する業務を分担し，経

費を負担する。

３　業務分担，経費負担の細目

　　県及び会場地市町村の業務分担，経費負担の細目については，別に定める。

平成 24 年５月 28 日

第１回常任委員会決定
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第７４回国民体育大会県及び会場地市町村の

業務分担・経費負担細目

　第７４回国民体育大会県及び会場地市町村の業務分担・経費負担基本方針に基づき，業

務分担・経費負担の細目を次のとおり定める。

１　県及び会場地市町村の業務分担の細目は，別表のとおりとする。

２　県及び会場地市町村の経費負担の細目は，それぞれ業務分担の細目による業務に必要

な経費とする。

３　この細目に定めのない事項で必要なものについては，県と会場地市町村が協議の上，

決定する。

平成 25 年２月 12 日

第２回常任委員会決定

　別　表

１　総務企画

（１）総務関係

項　　目 県 会　場　地　市　町　村

総合計画 １　開催準備総合計画の策定

２　開催基本構想の策定

１　会場地市町村における開催準備計画の策定

準備（実行）委員

会

１　県準備（実行）委員会の設置及び運営

２　県準備（実行）委員会事務局の運営

３　会場地市町村準備（実行）委員会の設置に

関する指導

１　会場地市町村準備（実行）委員会の設置及

び運営

２　会場地市町村準備（実行）委員会事務局の

運営

会場地選定 １　開・閉会式会場及び会場地市町村の選定 １　競技会場及び練習会場等の調査

実施本部 １　大会実施本部の設置及び運営 １　競技会実施本部の設置及び運営

文部科学省，公益

財団法人日本体育

協会（以下「日体

協」という。），中

央競技団体等との

連絡調整

１　文部科学省，日体協及び中央競技団体等と

の連絡調整

２　中央競技団体正規視察の連絡調整

３　文部科学省，日体協総合視察の連絡調整

４　日体協に対する承認事項の協議

１　関係中央競技団体との連絡調整

２　関係中央競技団体正規視察に対する資料作

成及び対応

３　文部科学省，日体協総合視察に対する資料

作成及び対応

県内関係機関・団

体等との連絡調整

１　市町村との連絡調整

２　県体育協会及び県競技団体との連絡調整

１　県との連絡調整

２　市町村等体育協会及び関係県競技団体との

連絡調整

３　関係会場地市町村との連絡調整

関係機関・団体等

に対する協力要請

１　関係機関・団体等に対する協力要請計画の

策定及び連絡調整

２　関係機関・団体等への協力要請

１　会場地市町村における関係機関・団体等の

協力に係る連絡調整

２　会場地市町村における関係機関・団体等へ

の協力要請
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項　　目 県 会　場　地　市　町　村

大会役員等 １　大会役員及び競技会役員の編成基準の作成

２　大会役員，大会係員及び大会補助員の編成

並びに委嘱

３　大会役員，大会係員及び大会補助員の委嘱

状，案内状，礼状等の作成並びに配布

４　大会係員等の必携の作成及び配布

１　競技会役員の編成並びに委嘱

２　競技会役員の委嘱状，案内状，礼状等の作

成並びに配布

招待者等 １　大会招待者及び競技会招待者の範囲の決定

２　大会招待者名簿の作成

３　招待券及び視察員証の発行

４　大会招待者の招待及び接遇

１　競技会招待者の範囲案の作成

２　競技会招待者名簿の作成

３　会場地市町村関係招待券の配布

４　競技会招待者の招待及び接遇

参加章等 １　参加章，記念章の意匠決定及び取扱要領の

作成

２　参加章，記念章，視察員章及び報道員章の

作成並びに配布

１　競技会関係者に対する参加章等の配布

２　競技会記念章等の作成及び配布

服飾 １　大会役員，大会係員，大会補助員及び報道

員の服飾の調製並びに配布

２　開・閉会式に参加する競技役員の服飾の調

製及び配布

１　競技会役員，競技会係員及び競技会補助員

の服飾の調製並びに配布

２　競技役員及び競技補助員の服飾の調製並び

に配布

報告書等 １　県準備概要等の作成及び配布

２　大会報告書の作成及び配布

１　市町村準備概要の作成及び配布

２　競技会報告書の作成及び配布

３　大会報告書の作成資料の提供及び協力

開催申請 １　開催申請書の作成及び提出 １　開催申請書の作成協力

各種全国会議 １　全国代表者会議，総監督会議及び全国報道

者会議等の開催

１　競技別監督会議の開催

自衛隊協力要請等 １　自衛隊協力要請計画の策定

２　自衛隊との協議及び協力協定の締結

３　自衛隊協力に対する業務計画策定に関する

指導

１　自衛隊協力に対する業務計画の策定

２　競技会の自衛隊協力の受入れ

（２）財務関係

項　　目 県 会　場　地　市　町　村

予算編成等 １　大会関係予算の編成，執行及び決算

２　大会開催に関する予算の編成及び決算

１　会場地市町村における国体予算の編成，執

行及び決算

２　大会開催に関する予算編成の協力

国体募金・企業協

賛

１　国体募金・企業協賛推進基本方針の決定及

び計画の策定

２　国体募金・企業協賛の推進

１　県が実施する国体募金・企業協賛への協力

入場料・入場券 １　開・閉会式及び競技会入場料金の決定

２　開・閉会式入場券の作成及び販売

３　競技会入場券販売の協力

１　競技会入場料金案の作成

２　競技会入場券の作成及び販売

３　開・閉会式入場券販売の協力

プログラム販売 １　総合プログラムの販売 １　競技別プログラムの販売

売店 １　売店設置要項の作成

２　開・閉会式会場地内の売店設置に関する指

導及び規制

１　競技会場地内の売店設置に関する指導及び

規制

標章等 １　標章等の使用規程の作成

２　標章等の使用許可申請の受付及び許可

１　標章等の使用許可申請に関する指導

（３）文化プログラム関係

項　　目 県 会　場　地　市　町　村

文化プログラム １　文化プログラム基本方針の決定及び実施計

画の策定

２　文化プログラム実施事業の選定

１　会場地市町村における文化プログラム実施

計画の策定

２　会場地市町村における文化プログラム事業

の企画及び実施
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項　　目 県 会　場　地　市　町　村

文化プログラム ３　県における文化プログラム事業の企画及び

実施

４　広報リーフレット，ポスターの作成及び配

布

（４）行幸啓関係

項　　目 県 会　場　地　市　町　村

行幸啓 １　行幸啓本部の設置及び運営

２　行幸啓計画の策定

３　接伴計画の策定及び接伴の実施

４　御泊所，御休憩所，御座所等の整備及び指

導

５　宮内庁，日体協及び市町村等関係機関との

連絡調整

６　行幸啓記録の編さん

７　警衛基本方針の決定及び計画等の策定

８　警衛本部の設置及び運営

１　行幸啓計画策定資料の提出

２　会場地市町村における接伴計画の策定及び

接伴の実施

３　会場地市町村における御休憩所，御座所等

の整備

（５）歓迎・案内関係

項　　目 県 会　場　地　市　町　村

接伴・接遇 １　総合案内基本方針の決定

２　開・閉会式における大会役員，選手団，視

察員等に対する接伴計画の策定及び実施

３　会場地市町村における競技会役員，選手団，

視察員等に対する接伴計画策定に関する指導

４　総合案内所及び開・閉会式会場における休

憩所の設置及び運営

５　接伴員の手引きの作成及び配布

６　開・閉会式における接伴員及び案内所員の

編成並びに研修会の実施

１　会場地市町村における競技会役員，選手団，

視察員等に対する接伴計画の策定及び実施

２　総合案内所及び開・閉会式会場における休

憩所運営の協力

３　会場地市町村における案内所・休憩所の設

置及び運営

４　会場地市町村における接伴員及び案内所員

の編成並びに研修会の実施

歓迎装飾 １　歓迎装飾基本計画の策定

２　開・閉会式会場内外の歓迎装飾の設置等

１　会場地市町村における歓迎装飾の設置等

観光紹介等 １　県内観光地及び物産等の紹介

２　観光ガイドブック等の作成及び配布

３　特産品，土産品の紹介及び販売指導

１　会場地市町村における観光地及び物産等の

紹介

２　会場地市町村の観光ガイドブック等の作成

及び配布

３　会場地市町村の特産品，土産品の紹介及び

販売指導

資料袋 １　資料袋の作成及び配布 １　会場地市町村における資料袋の配布

２　施設整備

（１）競技・式典会場関係

項　　目 県 会　場　地　市　町　村

会場整備等 １　競技施設基準の策定

２　競技会場及び練習会場の選定

３　競技施設整備計画の策定

４　競技会場及び練習会場となる県有施設の整

備計画の策定並びに整備

５　競技会場及び練習会場となる市町村有施設

の整備に関する指導

６　開・閉会式会場の仮設施設の整備

１　競技会場及び練習会場となる市町村有施設

の整備計画の策定並びに整備

２　競技会場及び練習会場の仮設施設の整備

道路等 １　県が管理する関連道路等の整備 １　市町村が管理する関連道路等の整備
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項　　目 県 会　場　地　市　町　村

駐車場整備 １　開・閉会式のための駐車場の設置及び整備 １　競技会のための駐車場の設置及び整備

施設概要 １　施設概要の作成及び配布 １　施設概要の作成資料の提供

会場管理 １　開・閉会式会場管理業務基本方針の決定及

び計画の策定

２　開・閉会式会場内外の装飾，案内標識等の

設置及び環境整備

３　開・閉会式会場の運営及び管理

４　開・閉会式会場美化計画の策定及び実施

１　競技会場管理計画の策定

２　競技会場内外の装飾，案内標識等の設置及

び環境整備

３　競技会場の運営及び管理

４　競技会場美化計画の策定及び実施

（２）情報通信関係

項　　目 県 会　場　地　市　町　村

情報通信計画 １　情報通信基本方針の決定及び計画の策定

２　会場地市町村における情報通信計画策定に

関する指導

３　情報通信関係機関との連絡調整

１　会場地市町村における情報通信計画の策定

情報通信施設の架

設・運営

１　開・閉会式に必要な情報通信施設架設計画

の策定

２　開・閉会式に必要な情報通信施設の架設及

び運営

３　県記録本部と競技会場間の情報通信施設の

架設及び運営

４　総合案内所の情報通信施設の架設及び運営

１　会場地市町村における情報通信施設架設計

画の策定

２　会場地市町村における情報通信施設の架設

及び運営

臨時郵便局等の開

設

１　開・閉会式会場及び競技会場の臨時郵便局

等開設に関する協力要請

１　競技会場の臨時郵便局等開設に関する協力

３　競技運営

（１）競技運営関係

項　　目 県 会　場　地　市　町　村

実施要項等 １　大会実施要項の作成及び配布

２　競技別実施要項の作成に関する指導

１　競技別実施要項の作成及び配布

参加申込 １　参加申込書の作成及び配布

２　参加申込書の受付，整理及び会場地市町村

との連絡調整

１　競技別参加申込書の受付，整理及び県との

連絡調整

競技運営 １　競技運営基本方針の決定

２　競技運営の総括，連絡調整及び指導

１　競技の運営

競技役員等 １　競技役員等編成基本方針の決定

２　競技役員等養成基本方針の決定及び計画の

策定

３　競技役員及び競技補助員の編成並びに養成

４　競技役員の委嘱状作成

５　競技役員等必携の作成に関する指導

６　県外競技役員数の決定及び旅費基準の作成

１　競技役員及び競技補助員の編成原案の作成

２　競技役員及び競技補助員の養成への協力

３　競技会係員及び競技会補助員の編成並びに

養成

４　競技補助員，競技会係員及び競技会補助員

の委嘱状，礼状等の作成並びに配布

５　競技役員等の必携の作成及び配布

プログラム １　総合プログラム・競技別プログラム編成方

針の決定

２　総合プログラムの作成及び配布

３　競技別日程表及び競技組合せ一覧表の作成

並びに配布

４　競技別プログラムの作成に関する指導

１　競技別プログラムの作成及び配布

２　総合プログラム，競技別日程表及び競技組

合せ一覧表の作成協力

競技記録 １　競技記録本部の設置及び運営

２　競技記録の収集速報計画の策定

３　競技記録の収集・整理及び発表

４　記録本部員，補助員の編成及び養成

５　記録係員必携の作成に関する指導

１　会場地記録本部の設置及び運営

２　競技記録本部への送信体制の整備

３　競技別記録の収集及び速報

４　会場地市町村における記録係員，補助員の

編成及び養成

５　記録係員必携の作成
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項　　目 県 会　場　地　市　町　村

総合成績 １　総合成績の得点計算及び順位決定

２　総合成績計算係員及び補助員の養成

１　競技別成績の得点計算及び順位決定並びに

競技記録本部への報告

２　競技別成績計算係員及び補助員の養成

表彰状等 １　総合成績に係る表彰状作成及び交付

２　競技別表彰状，賞状の作成及び配布

１　競技別表彰状，賞状の筆耕及び授与

競技別

リハーサル大会

１　競技別リハーサル大会開催基準要項の策定

２　競技別リハーサル大会の開催に関する指導

１　競技別リハーサル大会実施計画の策定

２　競技別リハーサル大会の実施

公開競技 １　公開競技実施基本方針の決定

２　公開競技の選定

３　公開競技開催申請書の提出

１　公開競技の実施

※　開催経費は当該競技の中央競技団体が負担

デモンストレー

ションスポーツ

１　デモンストレーションスポーツ実施基本方

針の決定

２　デモンストレーションスポーツの選定

３　デモンストレーションスポーツ実施申請書

の提出

１　デモンストレーションスポーツの実施計画

の策定

２　デモンストレーションスポーツの実施

（２）競技用具関係

項　　目 県 会　場　地　市　町　村

競技用具等 １　競技用具整備基本方針の決定及び計画の策

定

２　会場地市町村における競技用具整備計画等

の策定に関する指導

３　競技用具の規格，数量調査及び基礎調査の

実施

４　競技会場及び練習会場となる県有施設の競

技用備品の整備

１　会場地市町村における競技用具整備計画等

の策定

２　競技用具の基礎調査に関する協力

３　競技会場及び練習会場となる市町村有施設

の競技用備品の整備

４　競技会場及び練習会場となる施設の競技用

消耗品，運営用備品並びに運営用消耗品の整

備

４　広報・県民運動

（１）広報関係

 項　　目 県 会　場　地　市　町　村

広報活動 １　広報基本方針の決定及び計画の策定

２　大会愛称，スローガン，マスコット等の決

定及び普及

３　ポスター，ガイドブック，広報紙等各種広

報媒体物の作成及び管理

４　広告塔等宣伝工作物の設置及び管理

５　新聞，テレビ，ラジオ等による広告の実施

６　イメージソング等の制定及び普及

１　会場地市町村における広報計画の策定

２　県発行各種広報媒体物の配布協力

３　会場地市町村における各種広報媒体物の作

成及び管理

４　会場地市町村における各種宣伝工作物の設

置及び管理

５　会場地市町村における新聞，テレビ，ラジ

オ等による広告の実施

６　イメージソング等の普及

報道対応 １　報道機関との連絡調整

２　開・閉会式等における報道機関の取材活動

に対する協力

３　報道委員会の設置及び運営

４　プレスガイドブックの作成及び配布

５　航空規制計画の策定及び実施

６　報道本部の設置及び運営

１　会場地市町村における報道機関との連絡調

整

２　会場地市町村における報道機関の取材活動

に対する協力

記録映像等 １　記録映像等の作成及び管理

２　大会記録写真の撮影及び記念写真集の発行

１　競技等記録映像撮影及び撮影の協力

２　競技会記録写真の撮影

３　記録写真集作成の協力

記念行事 １　県記念行事の計画策定及び実施 １　会場地市町村における記念行事の計画策定

及び実施
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（２）県民運動関係

項　　目 県 会　場　地　村

県民運動 １　県民運動基本方針の決定及び計画の策定

２　全県的な県民運動の推進

３　県民運動推進のための各種媒体物の作成及

び配布

４　県民運動実践団体の育成及び指導

１　会場地市町村における県民運動推進計画の

策定

２　会場地市町村における県民運動の推進

３　会場地市町村における県民運動推進のため

の各種媒体物の作成及び配布

４　会場地市町村における県民運動実践団体の

育成及び指導

ボランティア １　開・閉会式等の運営に係るボランティアの

募集及び養成

１　競技会等の運営に係るボランティアの募集

及び養成

５　宿泊・衛生

（１）宿泊関係

項　　目 県 会　場　地　市　町　村

宿泊施設等実態調

査

１　宿泊施設等実態調査の実施

２　県内宿泊施設台帳の作成

１　会場地市町村における宿泊施設等実態調査

の実施及び作成

２　会場地市町村における宿泊施設台帳の作成

宿泊・配宿計画等 １　宿泊基本方針の決定及び計画の策定

２　総合配宿計画の策定及び広域配宿に関する

指導並びに連絡調整

３　宿泊料金等の決定及び協定の締結

４　宿泊要項の作成

５　県内配宿施設名簿の作成及び配布

６　宿泊本部の設置及び運営

１　会場地市町村における配宿計画の策定

２　広域配宿の実施及び引き受け市町村との連

絡調整

３　配宿の実施

４　会場地市町村における配宿施設名簿の作成

宿泊指導等 １　宿泊施設等の改善指導及び連絡調整

２　宿舎案内図，標識，表示板，料金表等の作

成に関する指導

１　会場地市町村における宿泊施設等の改善指

導（バリアフリー対策を含む）

２　会場地市町村における宿舎案内図，標識，

表示板，料金表等の作成及び配布

民泊 １　民泊基本計画の策定 １　会場地市町村における民泊計画の策定

２　会場地市町村における民泊協力者の調査及

び連絡調整

３　民泊協力者の決定及び指導

物資調達 １　主要食品，寝具等の調達計画の策定及び斡

旋

１　会場地市町村における主要食品，寝具等の

調達計画の策定及び調達の実施

標準献立 １　標準献立作成方針の決定

２　標準献立表の作成及び指導

３　標準献立普及講習会の開催

１　会場地市町村における標準献立普及地区講

習会の開催

国体弁当 １　弁当調達計画の策定

２　開・閉会式における弁当の調達及び斡旋

３　国体弁当調理講習会の開催

１　会場地市町村における弁当調達計画の策定

２　会場地市町村における弁当の調達及び斡旋

宿泊申込 １　宿泊申込書の受理，整理及び連絡調整 １　会場地市町村における宿泊施設との連絡調

整

（２）衛生関係

項　　目 県 会　場　地　市　町　村

医事衛生 １　医事衛生基本方針の決定及び計画の策定

２　会場地市町村における医事衛生計画策定に

関する指導

１　会場地市町村における医事衛生計画の策定
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項　　目 県 会　場　地　市　町　村

医療救護 １　医療救護実施要項等の作成

２　医療機関との連絡調整

３　救護本部の設置及び運営

４　開・閉会式における救護所等の設置及び救

急車の配置並びに救護の実施

５　大会旗・炬火リレーにおける救護の実施

１　会場地市町村における医療救護計画等の策

定

２　会場地市町村における医療機関との連絡調

整

３　競技会場，練習会場における救護所の設置

及び救急車の配置並びに救護の実施

４　大会旗・炬火リレーにおける救護の協力

食品衛生 １　食品衛生対策要領の作成

２　食品衛生の監視指導

３　食品衛生講習会の開催

４　食品衛生思想の普及・啓発

１　会場地市町村における食品衛生の監視指導

の協力

２　会場地市町村における食品衛生地区講習会

の開催

３　会場地市町村における食品衛生思想の普

及・啓発

環境衛生 １　環境衛生対策要領の作成

２　環境衛生関係営業施設の整備指導

３　清掃パトロール計画の策定

４　環境衛生思想の普及・啓発

１　会場地市町村における環境衛生関係営業施

設の整備指導の協力

２　清掃パトロールの実施

３　会場地市町村における環境衛生思想の普

及・啓発

予防・防疫 １　防疫対策要領の作成

２　宿泊施設及び食品営業関係者等の健康診断

の実施

３　予防・防疫の実施指導

１　会場地市町村における宿泊施設及び食品営

業関係者等の健康診断実施

２　予防・防疫の実施

馬事衛生 １　馬事衛生対策要領の作成

２　馬事衛生対策の実施

１　馬事衛生対策の実施

環境保全 １　廃棄物減量化，リサイクル計画の策定及び

実施

１　会場地市町村における廃棄物減量化，リサ

イクル計画の策定及び実施

６　輸送・交通

項　　目 県 会　場　地　市　町　村

輸送計画 １　輸送交通基本方針の決定及び計画の策定

２　全国輸送計画の策定

３　開・閉会式輸送計画の策定

４　会場地市町村における輸送計画の策定に関

する指導

５　輸送機関との連絡調整

１　会場地市町村における輸送計画の策定

２　会場地市町村における輸送機関との連絡調

整

大会参加者等輸送 １　輸送本部の設置及び運営

２　開・閉会式における大会参加者等の輸送

２　開・閉会式における輸送交通の案内

１　会場地市町村における大会参加者等の輸送

２　会場地市町村における輸送交通の案内

配車・車両借上げ

等

１　開・閉会式配車計画の策定

２　車両の借上げ，斡旋及び配車

１　会場地市町村における配車計画の策定

２　会場地市町村における車両の借上げ，斡旋

及び配車

輸送サービス等 １　輸送関係機関との交通料金の協力締結

２　輸送関係機関従業員接遇講習会の開催

１　輸送関係機関従業員接遇地区講習会の開催

駐車場管理 １　開・閉会式における駐車場の管理及び運営

２　開・閉会式における駐車ステッカーの作成

及び配布

１　会場地市町村における駐車場の管理及び運

営

２　会場地市町村における駐車ステッカーの作

成及び配布

交通計画・交通規

制

１　輸送交通基本方針の決定及び計画の策定

（再掲）

２　開・閉会式における交通案内図の作成及び

配布

３　開・閉会式における交通案内標識等の設置

４　開・閉会式における交通規制及び交通整理

の実施

５　大会旗・炬火リレーにおける交通計画の策

定及び交通整理の実施

１　会場地市町村における交通計画の策定

２　会場地市町村における交通案内図の作成及

び配布

３　会場地市町村における交通案内標識等の設

置

４　会場地市町村における交通整理の実施

５　会場地市町村における大会旗・炬火リレー

の交通計画の策定及び交通整理の実施



－ 11 －

７　式典

項　　目 県 会　場　地　市　町　村

開・閉会式等 １　式典基本方針の決定及び計画の策定

２　式典基本構想の策定

３　開・閉会式運営要領の作成

４　開・閉会式進行計画の策定

５　係員編成計画の策定及び係員の編成

１　競技会表彰式実施要領の作成及び実施

２　競技会表彰式進行計画の策定

３　開・閉会式への協力

式典演技 １　開・閉会式における式典演技基本計画の策

定及び実施要項の作成並びに実施

２　式典演技出演者の編成及び養成

３　式典演技の手具及び用具等の整備並びに服

飾等の調製

１　開・閉会式における式典演技の実施の協力

２　式典演技出演者の編成及び養成への協力

式典音楽 １　開・閉会式における式典音楽基本計画の策

定及び実施要項の作成並びに実施

２　式典音楽指導者の養成

３　開・閉会式における式典音楽隊，合唱隊の

編成及び養成

４　開・閉会式における式典音楽隊の楽器の整

備及び服飾等の調製

１　競技会表彰式における式典音楽計画の策定

及び式典演奏の実施

２　競技会表彰式における式典音楽隊の編成及

び養成

３　競技会表彰式における式典音楽隊の楽器の

整備及び装飾等の調製

４　開・閉会式における式典音楽隊の楽器の整

備に関する協力

式典放送 １　開・閉会式における式典放送計画の策定及

び実施

２　開・閉会式会場内の臨時放送施設の整備

３　開・閉会式式典アナウンサー等放送係員の

選定及び養成

１　競技会場内放送計画の策定及び実施

２　競技会場内の臨時放送施設の整備

３　会場地市町村におけるアナウンサー等放送

係員の選定及び養成

大会旗・

炬火リレー

１　大会旗・炬火リレー基本計画の策定

２　大会旗・炬火リレーの用具等の整備及び服

飾等の調製

３　採火式，出発式，集火式の企画及び実施

４　大会旗・炬火リレーポスター，プログラム

等の作成及び配布

５　大会旗・炬火リレーリハーサルの実施

１　大会旗・炬火リレー基本計画の策定に関す

る協力

２　会場地市町村における歓迎式等の企画及び

実施

３　管内リレー走者の編成

４　大会旗・炬火リレーリハーサル及び管内練

習の実施

５　管内炬火リレーの実施

８　警備・消防

項　　目 県 会　場　地　市　町　村

警備 １　警備基本方針の決定及び計画の策定

２　会場地市町村における警備計画策定に関す

る指導

３　警備本部の設置及び運営

４　開・閉会式における警備の実施

５　警備用装備資材の整備

１　会場地市町村における警備計画の実施

２　競技会場等における警備の実施

３　会場地市町村における警備上必要な資材の

整備

消防防災 １　消防防災基本方針の決定及び計画の策定

２　会場地市町村における消防防災計画の策定

に関する指導

３　消防防災本部の設置及び運営

４　開・閉会式における消防防災の実施

１　会場地市町村における消防防災計画の策定

２　会場地市町村における消防防災の実施

注）県，会場地市町村の業務の要項及び内容については，業務の進捗状況に応じて，適宜修正を加えるものと

する。
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第７４回国民体育大会茨城県準備委員会専門委員会規程

（趣旨）

第１条　この規程は，第７４回国民体育大会茨城県準備委員会会則第１３条第３項の規定

に基づき，第７４回国民体育大会茨城県準備委員会専門委員会（以下「委員会」という）

の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。

（委員会の種類等）

第２条　委員会の種類並びに常任委員会からの付託事項及び委任事項は，別表のとおりと

する。

（役員）

第３条　委員会に次の役員を置く。

　（１）　委員長　　　１名

　（２）　副委員長　　若干名

２　委員長及び副委員長は，専門委員の互選により選出する。

３　委員長は，委員会を代表し，会務を総理する。

４　副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるとき又は，欠けたときは，あらか

じめ委員長の指名した副委員長がその職務を代理する。

（会議）

第４条　委員会は，委員長が必要と認めたときに招集し，委員長が議長となる。

２　委員会の議事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数のときは議長の決すると

ころによる。

３　委員会は，必要があると認めるときは，委員以外のものの出席を求め，その意見又は，

説明を聴くことができる。

（部会）

第５条　委員会は，運営上必要があるときは部会を設けることができる。

２　部会の委員は，委員長が依頼する。

３　部会に関する事項は，委員長が定める。

（補則）

第６条　この規程に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員長が会長

の承認を得て別に定める。

　附則

この規程は，平成２４年５月２８日から施行する。

　附則

この規程は，平成２５年２月１２日から施行する。

平成 25 年２月 12 日

第２回常任委員会決定
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別表（第２条関係）

種　類 付　託　事　項 委　任　事　項

総 務 企 画

専門委員会

１　総合的な計画の立案に関すること。

２　会場地市町村の選定に関すること。

３　県並びに会場地市町村の業務分担及

び経費負担に関すること。

４　他の専門委員会に属さない重要な事

項に関すること。

１　総合的な計画の推進に関すること。

２　文化プログラムに関すること。

３　他の専門委員会に属さない事項に関

すること。

施 設 整 備

専門委員会

１　競技施設等の基本的事項に関するこ

と。

２　情報通信施設整備の基本的事項に関

すること。

３　その他施設に係る重要な事項に関す

ること。

１　競技施設等の整備に関すること。

２　情報通信施設の整備に関すること。

３　その他施設に関すること。

競 技 運 営

専門委員会

１　実施予定競技の選択に関すること。

２　競技運営等の基本的事項に関するこ

と。

３　その他競技運営に係る重要な事項に

関すること。

１　競技役員等の養成及び編成に関する

こと。

２　デモンストレーションスポーツに関

すること。

３　競技用具に関すること。

４　リハーサル大会に関すること。

５　競技記録に関すること。

６　その他競技運営に関すること。

広 報 ・

県 民 運 動

専門委員会

１　広報の基本的事項に関すること。

２　県民運動の基本的事項に関すること。

３　その他広報及び県民運動に係る重要

な事項に関すること。

１　広報及び啓発の実施に関すること。

２　県民運動の推進に関すること。

３　愛称・スローガン，マスコット等に

関すること。

４　報道機関との調整に関すること。

５　記録映像及び記録写真に関すること。

６　その他広報及び県民運動に関するこ

と。

宿泊・衛生

専門委員会

１　宿泊の基本的事項に関すること。

２　医事・衛生の基本的事項に関するこ

と。

３　その他宿泊及び医事・衛生に係る重

要な事項に関すること。

１　宿泊業務に関すること。

２　標準献立及び食品調達に関すること。

３　医療救護及び防疫に関すること。

４　食品衛生及び環境衛生に関すること。

５　馬事衛生に関すること。

６　その他宿泊及び医事・衛生に関する

こと。

輸送・交通

専門委員会

１　輸送及び交通の基本的事項に関する

こと。

２　その他輸送及び交通に係る重要な事

項に関すること。

１　全国輸送に関すること。

２　開・閉会式の輸送に関すること。

３　競技会場地輸送に関すること。

４　その他輸送及び交通に関すること。

式　　　 典

専門委員会

１　式典の基本的事項に関すること。

２　その他式典に係る重要な事項に関す

ること。

１　開・閉会式の企画及び運営に関する

こと。

２　式典音楽に関すること。

３　式典演技に関すること。

４　大会旗・炬火リレーに関すること。

５　その他式典に関すること。
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茨城県準備委員会専門委員会

平成 24 年５月 28 日

第１回常任委員会決定

総務企画専門委員会（１７名） 施設整備専門委員会（１５名） 競技運営専門委員会（１６名）

区分 所　属 役職 区分 所　属 役職 区分 所　属 役職

スポーツ 県体育協会 専務理事 スポーツ 県体育協会 副会長 スポーツ 県体育協会 副会長

スポーツ 県体育協会 常務理事 スポーツ 県体育協会
事務局
次長

スポーツ 県体育協会 常務理事

スポーツ
県スポーツ推進
審議会

委員長 スポーツ 県体育協会 理事 スポーツ 県体育協会 理事

スポーツ
県スポーツ推進
委員協議会

副会長 スポーツ 県体育協会 理事 スポーツ 県体育協会 理事

スポーツ
県高等学校体育
連盟

会長 スポーツ
県スポーツ推進
審議会

副委員長 スポーツ 県体育協会 理事

スポーツ
県中学校体育連
盟

会長
学識
経験者

筑波大学 教授 スポーツ 県体育協会 理事

学識
経験者

流通経済大学 准教授 市町村 市長会・町村会 事務局長 スポーツ 県体育協会 理事

産業経済
県商工会議所
連合会

事務局長 学校
県高等学校長
協会

副協会長 スポーツ 県体育協会 理事

産業経済 県商工会連合会 専務理事 学校 県私学協会 副会長 スポーツ
県 レ ク リ エ ー
ション協会

理事長

市町村 市長会・町村会 事務局長 県 総務部市町村課 課長 スポーツ
県スポーツ推進
委員協議会

副会長

県 政策審議室 政策監 県
保健福祉部
障害福祉課

課長 スポーツ
県高等学校体育
連盟

理事長

県 総務部市町村課 課長 県 土木部営繕課 課長 スポーツ
県中学校体育連
盟

理事長

県
保健福祉部
障害福祉課

課長 県
土木部
公園街路課

課長
学識
経験者

茨城大学 准教授

県
生活環境部
生活文化課

課長 県 教育庁財務課 課長 県
教育庁
高校教育課

課長

県 警察本部警備課 課長 県
教育庁
保健体育課

課長 県
教育庁
義務教育課

課長

県 教育庁総務課 課長 県
教育庁
保健体育課

課長

県
教育庁
保健体育課

課長
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平 成 25 年 ７ 月 ２ 日

第３回常任委員会報告

茨城県準備委員会専門委員会

広報・県民運動専門委員会（２３名）

区　分 所　　　属 役　職

学識経験者 茨城大学 教授 

学識経験者 筑波大学 講師

報道 日本放送協会水戸放送局 放送部長 

報道 茨城新聞社 編集局長

報道 茨城放送 常務取締役

スポーツ 県体育協会 事務局長

学校 県学校長会 副会長

学校 県高等学校長協会 副協会長

学校 県私学教育振興会 業務執行理事

産業経済 県商工会議所連合会 専務理事

産業経済 県商工会連合会 専務理事

産業経済 県農業協同組合中央会 専務理事

産業経済 茨城沿海地区漁業協同組合連合会 専務理事

産業経済 日本青年会議所茨城ブロック協議会 運営専務

観光 県観光物産協会 専務理事

観光 県ホテル旅館生活衛生同業組合 女将の会会長

社会団体 県社会福祉協議会 副会長

社会団体 県女性団体連盟 副会長

社会団体 県地域女性団体連絡会 副会長

社会団体 県青少年育成協会 副会長

市町村 県市長会・町村会事務局 課長

県 広報広聴課 課長

県 生活文化課県民運動推進室 室長
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第７４回国民体育大会　会場地市町村選定

【市町村別】

平 成 25 年 2 月 12 日
第 2回常任委員会決定
平 成 25 年 7 月 2 日
第 3回常任委員会決定

市町村名 開催競技名 種　別 実施予定競技施設 競技数

1 水戸市

バスケットボール 成女・少女 青柳公園市民体育館　ほか
　※水戸市内の施設（県有を含む）
　　で今後調整

7

レスリング 全 種 別

フェンシング 全 種 別

弓道 全 種 別 県武道館弓道場

ラグビーフットボール 全 種 別 水戸市立サッカー ･ラグビー場，ケーズデンキスタジアム水戸

軟式野球 成 年 男 子 水戸市民球場

高校野球(硬式) ※特別競技 少 年 男 子 水戸市民球場

2 日立市

卓球 全 種 別 新設体育館（仮称）

3バスケットボール 成男・少男 新設体育館（仮称）

軟式野球 成 年 男 子 日立市民運動公園球場

3 土浦市

相撲 全 種 別 霞ヶ浦文化体育会館

3軟式野球 成 年 男 子 川口運動公園野球場

高校野球(軟式) ※特別競技 少 年 男 子 川口運動公園野球場

4 古河市 綱引 ※公開競技 全 種 別 古河市中央運動公園総合体育館 1

5 石岡市 バドミントン 全 種 別 石岡運動公園体育館 1

6 結城市 バレーボール 少 年 女 子 かなくぼ総合体育館 1

7 龍ケ崎市 柔道 全 種 別 龍ケ崎市総合体育館たつのこアリーナ 1

8 下妻市 ソフトボール 少 年 男 女 柳原球場　ほか 1

9 常総市 ハンドボール 少 年 男 女 水海道総合体育館　ほか 1

10 常陸太田市 ソフトボール 成 年 男 女 山吹運動公園野球場　ほか 1

11 高萩市
軟式野球 成 年 男 子 高萩市民球場

2
ウエイトリフティング 全 種 別 高萩市文化会館

12 北茨城市 ソフトテニス 全 種 別 雨情の里テニスコート 1

13 笠間市
ゴルフ 少男・女子 宍戸ヒルズカントリークラブ

2
軟式野球 成 年 男 子 笠間市民球場

14 取手市

自転車(トラック) 全 種 別 取手競輪場

3ボウリング 全 種 別 フジ取手ボウル

武術太極拳 ※公開競技 全 種 別 取手グリーンスポーツセンター

15 牛久市
空手道 全 種 別 牛久運動公園体育館

2
軟式野球 成 年 男 子 牛久運動公園野球場

16 つくば市

アーチェリー 全 種 別 茎崎運動公園陸上競技場

3自転車（ロード） 全 種 別 筑波山周辺特設コース

パワーリフティング ※公開競技 全 種 別 つくばカピオ

17 鹿嶋市 サッカー 成男・少男 県立カシマサッカースタジアム　ほか 1

18 潮来市
ボート 全 種 別 潮来ボートセンター

2
トライアスロン 全 種 別 常陸利根川特設会場

19 守谷市 ハンドボール 成 年 女 子 常総運動公園体育館　ほか 1

20 常陸大宮市 なぎなた 全 種 別 西部総合公園体育館 1

21 筑西市 剣道 全 種 別 下館総合体育館 1

22 坂東市 ハンドボール 成 年 男 子 岩井体育館　ほか 1

23 桜川市 ライフル射撃（CP以外) 全 種 別 県営ライフル射撃場 1

24 神栖市

カヌー (スプリント) 全 種 別 神之池特設会場

3テニス 全 種 別 神栖海浜庭球場

グラウンド･ゴルフ ※公開競技 全 種 別 土研跡防災公園（仮称）

25 行方市 ゲートボール　　 ※公開競技 全 種 別 行方市北浦運動場北浦第1グラウンド 1

26 鉾田市 山岳 全 種 別 鉾田総合公園体育館及びグラウンド 1

27 茨城町
銃剣道　　　 全 種 別 中央公民館

2
ライフル射撃（CP) 全 種 別 県警察学校射撃場

28 大洗町 ゴルフ 成 年 男 子 大洗ゴルフ倶楽部 1

29 城里町 ボクシング 全 種 別 水戸桜ノ牧高等学校常北校 1

30 東海村 ホッケー 全 種 別 東海高等学校ホッケー場　ほか 1

31 大子町 カヌー（スラローム・ワイルド) 全 種 別 久慈川特設会場 1

32 阿見町 セーリング 全 種 別 霞ヶ浦湖畔特設会場 1
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（参考）　競技別

競技名 種別 開催市町村 実施予定競技施設
○正式競技
1 サッカー 成男・少男 鹿 嶋 市 県立カシマサッカースタジアム　ほか
2 テニス 全 種 別 神 栖 市 神栖海浜庭球場
3 ボート 全 種 別 潮 来 市 潮来ボートセンター
4 ホッケー 全 種 別 東 海 村 東海高等学校ホッケー場　ほか
5 ボクシング 全 種 別 城 里 町 水戸桜ノ牧高等学校常北校
6 バレーボール 少 年 女 子 結 城 市 かなくぼ総合体育館

7 バスケットボール
成男・少男 日 立 市 新設体育館（仮称）
成女・少女 水 戸 市 青柳公園市民体育館　ほか

8 レスリング 全 種 別 水 戸 市 今後調整
9 セーリング 全 種 別 阿 見 町 霞ヶ浦湖畔特設会場
10 ウエイトリフティング 全 種 別 高 萩 市 高萩市文化会館

11 ハンドボール
成 年 男 子 坂 東 市 岩井体育館　ほか
少 年 男 女 常 総 市 水海道総合体育館　ほか
成 年 女 子 守 谷 市 常総運動公園体育館　ほか

12 自転車
トラック 全 種 別 取 手 市 取手競輪場
ロード 全 種 別 つ く ば 市 筑波山周辺特設コース

13 ソフトテニス 全 種 別 北 茨 城 市 雨情の里テニスコート
14 卓球 全 種 別 日 立 市 新設体育館（仮称）

15 軟式野球

成 年 男 子 水 戸 市 水戸市民球場
成 年 男 子 土 浦 市 川口運動公園野球場
成 年 男 子 日 立 市 日立市民運動公園野球場
成 年 男 子 笠 間 市 笠間市民球場
成 年 男 子 牛 久 市 牛久運動公園野球場
成 年 男 子 高 萩 市 高萩市民球場

16 相撲 全 種 別 土 浦 市 霞ヶ浦文化体育会館
17 フェンシング 全 種 別 水 戸 市 今後調整
18 柔道 全 種 別 龍 ケ 崎 市 龍ケ崎市総合体育館たつのこアリーナ

19 ソフトボール
成 年 男 女 常陸太田市 山吹運動公園野球場　ほか
少 年 男 女 下 妻 市 柳原球場　ほか

20 バドミントン 全 種 別 石 岡 市 運動公園体育館
21 弓道 全 種 別 水 戸 市 県武道館弓道場

22 ライフル射撃
CP 全 種 別 茨 城 町 県警察学校射撃場
CP以外 全 種 別 桜 川 市 県営ライフル射撃場

23 剣道 全 種 別 筑 西 市 下館総合体育館
24 ラグビーフットボール 全 種 別 水 戸 市 水戸市立サッカー ･ラグビー場，ケーズデンキスタジアム水戸
25 山岳 全 種 別 鉾 田 市 鉾田総合公園体育館及びグラウンド

26 カヌー
スプリント 全 種 別 神 栖 市 神之池特設会場
スラローム･ワイルド 全 種 別 大 子 町 久慈川特設会場

27 アーチェリー 全 種 別 つ く ば 市 茎崎運動公園陸上競技場
28 空手道 全 種 別 牛 久 市 牛久運動公園体育館

29 ゴルフ
少男・女子 笠 間 市 宍戸ヒルズカントリークラブ
成 年 男 子 大 洗 町 大洗ゴルフ倶楽部

30 なぎなた 全 種 別 常陸大宮市 西部総合公園体育館
31 ボウリング 全 種 別 取 手 市 フジ取手ボウル
32 トライアスロン 全 種 別 潮 来 市 常陸利根川特設会場
33 銃剣道 全 種 別 茨 城 町 中央公民館
○公開競技
1 綱引 全 種 別 古 河 市 古河市中央運動公園総合体育館
2 武術太極拳 全 種 別 取 手 市 取手グリーンスポーツセンター
3 パワーリフティング 全 種 別 つ く ば 市 つくばカピオ
4 ゲートボール 全 種 別 行 方 市 行方市北浦運動場北浦第1グラウンド
5 グラウンド・ゴルフ 全 種 別 神 栖 市 土研跡防災公園（仮称）

○特別競技

1 高等学校野球
硬式 少 年 男 子 水 戸 市 水戸市民球場
軟式 少 年 男 子 土 浦 市 川口運動公園野球場

○　合意　　３９競技（正式競技33，公開競技5，特別競技1）

○　未合意　　４競技（陸上競技，水泳，体操，馬術）

○　保留　　　１競技（クレー射撃）　　　　　　　　　　　　　　　　　　【全44競技】
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平 成 25 年 ７ 月 ２ 日

第３回常任委員会決定

第７４回国民体育大会開閉会式会場

１　使用予定会場

メイン会場 荒天時会場

笠松運動公園陸上競技場 笠松運動公園体育館

（参考）

国体施設基準【（公財）日本体育協会】

・観客約３万人を収容でき，荒天対策として体育館１を有すること

・会場までのアクセス，駐車場が確保できること

　　○上記基準をもとに，以下の３施設を候補として検討

　　＜県事務局が想定する施設＞

　　　①　笠松運動公園陸上競技場（県有）

　　　②　県立カシマサッカースタジアム（県有）

　　＜市町村からの希望＞

　　　③　ケーズデンキスタジアム水戸（市有）

　　○候補施設の比較表

候補施設名 収容人数(人) 体育館 アクセス 駐車場 余剰スペース 判断

笠松運動公園

陸上競技場

約2万2千

(仮設対応可)
○ ○ 国道6号沿 ○ ○ あり ○ ○

カシマサッカー

スタジアム

約4万人

(充足)
○ ○

県都水戸から

遠距離
× ○

国道を

挟む
× ×

ケーズデンキ

スタジアム

約1万2千

(対応不可能)
× × 道幅狭い × × なし × ×

　　※表のとおり，笠松運動公園陸上競技場を使用しての開催が適当であると判断される。
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第７４回国民体育大会競技施設整備基本方針

　競技施設は，地方スポーツの普及・振興と地方文化の発展に寄与することを目的とする

国民体育大会の趣旨及び第７４回国民体育大会の開催方針に基づき，国民体育大会開催基

準要項の施設基準を尊重し，次により整備する。

１　競技施設は，可能な限り県内の既存施設を活用する。

２　施設整備を行う場合は，喫緊に必要な施設に限定するとともに，大会後においても，

地域住民に広く活用されるように配慮する。

３　施設整備に当たっては，競技運営に支障がないように，計画の段階から当該競技団体

及び関係機関と十分協議する。

平成 24 年５月 28 日

第１回常任委員会決定
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平成 25 年２月 12 日

第２回常任委員会決定
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第７４回国民体育大会実施予定競技選択基本方針

　実施予定競技は，地方スポーツの普及・振興と地方文化の発展に寄与することを目的と

する国民体育大会の趣旨及び第７４回国民体育大会開催方針に基づき，次の基本方針によ

り選択する。

１　正式競技は，（公財）日本体育協会が定める国民体育大会開催基準要項及び同細則に

示されている競技で，（公財）茨城県体育協会（以下，「県体協」という。）に加盟して

いる競技団体の競技とする。

２　特別競技は，高等学校野球（軟式・硬式）とする。

３　公開競技は，綱引，ゲートボール，武術太極拳，パワーリフティング，グラウンド・

ゴルフの５競技のうち，中央競技団体等と協議の上，実施競技を選択する。

４　デモンストレーションスポーツは，正式競技，特別競技及び公開競技として選択され

ない競技のうち，県体協に加盟する競技団体又は同協会が推薦するスポーツ･レクリエー

ション団体の競技の中から，市町村の希望や競技団体の意向を踏まえ，関係機関・団体

と協議の上，実施競技を選択する。

平成 25 年２月 12 日

第２回常任委員会決定
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第７４回国民体育大会競技役員等編成基本方針

　第７４回国民体育大会競技役員等の編成は，本大会における各競技会の運営を円滑に行

うため，次の基本方針により行う。

１　基本方針

（１）　競技役員等の編成は，（公財）日本体育協会が示す「国民体育大会開催基準要項」

及び「国民体育大会各競技会開催にあたる競技役員編成基準」に基づき，茨城県準備

（実行）委員会が，会場地市町村及び県競技団体等と十分協議して行う。

（２）　競技役員等のうち，審判員及び運営員の編成については，１人１競技を原則として，

各競技及び会場地市町村の実情に即した適正な配置を行う。

（３）　競技役員等の編成は，競技団体関係者，会場地市町村関係者のみならず，広く県民

の積極的な参加と協力が得られるよう配慮する。

２　競技役員等の定義及び編成方法

（１）　競技役員等は次のとおりとする。

　　①主に競技会（試合等）運営に携わる役職

役職名 定　　義 編　成　方　法

競技会役員

国民体育大会開催基準要項

第２２項第２号の規定に該

当する者

名誉会長，会長，副会長，顧問，参与，

委員長，副委員長及び委員とする。

競

技

役

員

審判員 直接競技の審判に携わる者

原則として，県内有資格者をもって編

成することとし，必要に応じて中央及

び近県競技団体関係者と含めて編成す

る。

運営員
直接競技会の運営に携わる

者（審判員を除く）

原則として，県競技団体関係者と会場

地市町村関係者等をもって編成するこ

ととし，必要に応じて中央及び近県競

技団体関係者を含めて編成する。

競技補助員
競技役員の補助として，競

技会の運営に携わる者

会場地市町村及び周辺市町村に在住す

る当該競技関係者をもって編成する。

平成 25 年２月 12 日

第２回常任委員会決定
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　　②主に競技会場運営に携わる役職

役職名 定　　義 編　成　方　法

競技会係員

宿泊・輸送・歓迎・駐車場

等の競技会を支援する間接

的な業務に携わる者

会場地市町村関係者等をもって編成す

る。

競技会補助員
競技会係員の業務の補助に

携わる者

会場地市町村及び周辺市町村に在住す

る者をもって編成する。

（２）　競技役員等の編成案は，会場地市町村が県競技団体等と協議のうえ作成し，茨城県

準備（実行）委員会において決定する。

３　競技役員等の調整

　競技役員等の編成に当たり，重複して競技役員等（監督，コーチおよび選手を含む）と

なる可能性がある場合は，次の原則により関係者が協議して調整する。

（１）　監督，コーチ及び選手と競技役員等の重複については，監督，コーチ及び選手を優

先する。

（２）　２競技以上にわたる競技役員等の重複については，その業務内容により，関係者が

協議して調整する。

（３）　同一競技における競技役員等の重複については，その業務内容により認める。

（４）　開・閉会式及び集団演技関係役員等と競技役員等の重複については，その業務内容

により認める。

４　業務内容

　　競技役員等のうち，競技役員，競技補助員，競技会係員および競技会補助員の想定さ

れる業務内容は，概ね次のとおりとする。

　　①主に競技会（試合等）運営に係る業務内容

役　職　名 業　務　内　容

競技役員
審判員 総括，総務，運営，審判，記録，出発，監察，放送，召集，掲

示，進行，報道，表彰，救護，得点掲示，記録送受信，総合成

績計算，会場　等運営員

競技補助員 競技役員の業務を補助する。

　②主に競技会場運営に係る業務内容

役　職　名 業　務　内　容

競技会係員

総括，総務，受付案内，接待，宿泊，輸送，会場整理，警備，

施設管理，会場美化，練習会場，駐車場，弁当，入場券販売，

プログラム販売　等

競技会補助員 競技会係員の業務を補助する。
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第７４回国民体育大会競技役員等養成基本方針

　第７４回国民体育大会競技役員等の養成は，各競技会の円滑な運営と本県及び地域ス

ポーツの一層の普及・振興を図り，大会後も各競技の普及・強化につなげるため，次の方

針に基づいて計画的に推進する。

１　競技役員等については，中央競技団体と連携のうえ，県内有資格者により必要人員を

確保することを目標として養成する。

２　競技役員等のうち，審判員及び資格が必要な運営員の養成に当たっては，円滑な競技

会運営を図るため，各役員の負担軽減を考慮し，１人１競技を原則とする。

３　競技役員等の養成に当たっては，県，会場地市町村及び競技団体等の業務分担を明確

にし，連携を図りながら計画的に行う。

４　審判員及び資格が必要な運営員については，資格取得及び資質の向上が重要となるこ

とから，各競技団体ごとに年次別養成計画を策定し養成する。

５　資格が必要のない競技役員等については，本県及び地域スポーツの普及・振興を図る

ため，広く県民の積極的な参加と協力を呼びかけ，会場地市町村及びその周辺市町村に

おいて，確保することを目標として養成する。

平成 25 年２月 12 日

第２回常任委員会決定
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　第７４回国民体育大会において実施する公開競技は，公益財団法人日本体育協会の定め

る国民体育大会開催基準要項，同細則及び国民体育大会公開競技実施基準並びに第７４回

国民体育大会開催方針に基づき，次の方針により実施する。

１　実施目的

（１）　国体を契機として，競技の普及及びスポーツの振興を図り，生涯スポーツの実現を

図る。

（２）　県民が多くのスポーツにふれあう機会を増やすことにより，スポーツに対する関心

意欲を高揚させ，「更なるスポーツの推進を図る国体」の実現を目指す。

２　実施競技の選択

　　実施競技は，第７４回国民体育大会実施予定競技選択基本方針に基づき，次の事項に

ついて総合的に検討し，綱引，ゲートボール，武術太極拳，パワーリフティング，グラ

ウンド・ゴルフの５競技から選択する。

（１）　競技を実施することにより，国体終了後においても，県内での当該競技の普及・振

興が推進されること。

（２）　当該県競技団体の組織が整備されており，競技運営能力があること。

（３）　当該中央・県競技団体の開催意欲とともに，市町村の開催希望があること。

３　会場地市町村の選定

　　会場地は，第７４回国民体育大会会場地市町村選定基本方針に基づき，次の事項につ

いて総合的に検討し，選定する。（会場地市町村選定は，総務企画専門委員会で審議）

（１）　原則として，正式競技・特別競技を開催しない市町村が優先となること。

（２）　実施する公開競技の普及・振興を推進する市町村であること。

（３）　実施する公開競技の開催に必要な競技施設を有する市町村であること。

４　実施方法及び実施期間

（１）　実施方法及びその他の必要な事項は別に定める。

（２）　実施期間は平成３１年４月１日から閉会までの期間とする。ただし，総合開会式・

閉会式当日は除くものとする。

（３）　実施日数は，４日間を上限とする。

５　業務分担及び経費負担

（１）　競技会の準備及び開催運営に係る業務（競技用具の手配，宿舎の手配，参加受付等，

その他全般）は，当該中央競技団体が主導で行うものとし，その経費については，当

該中央競技団体の負担とする。

（２）　参加料，参加者旅費，当該競技会参加に関する経費については，原則として競技会

参加者の自己負担とする。

第７４回国民体育大会公開競技実施基本方針

平成 25 年２月 12 日

第２回常任委員会決定
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　第７４回国民体育大会において実施するデモンストレーションスポーツ（以下「デモス

ポ」という。）は，公益財団法人日本体育協会の定める国民体育大会開催基準要項，同細

則及び国民体育大会デモンストレーションスポーツ実施基準並びに第７４回国民体育大会

開催方針に基づき，次の方針により実施する。

１　実施目的

（１）　デモスポの実施により，県民の国体への参加機会をより多く設けるとともに，実際

に参加することで「更なるスポーツの推進を図る国体」を目指す。

（２）　多くのスポーツを行う機会をつくり，子どもたちから高齢者までそれぞれが好きな

スポーツを見つけ，生涯を通じた幅広いスポーツ活動に結びつくきっかけとする。

（３）　デモスポの普及・振興を推進するとともに，世代間・地域間の交流の輪を広げ，活

力ある地域づくりを目指す。

２　実施競技の選択

　　実施競技は，第７４回国民体育大会実施予定競技選択基本方針に基づき，次の事項に

ついて総合的に検討し，選択する。

（１）　正式・公開・特別競技以外の競技で，（公財）茨城県体育協会（以下「県体協」とする。）

加盟，または，県体協が推薦する競技・レクリエーションであること。

（２）　広く県民に普及していること，または，本県特有のものを含め，今後普及する見込

みがあること。

（３）　競技団体の組織が整備されており，大会運営能力があること。

（４）　原則として，既存施設での開催が可能であること。

（５）　市町村及び競技団体の開催希望があること。

３　会場地市町村の選定

　　会場地は，第７４回国民体育大会会場地市町村選定基本方針に基づき，次の事項につ

いて総合的に検討し，選定する。

（１）　実施するデモスポの普及・振興を推進する市町村であること。

（２）　実施するデモスポの開催に必要な競技施設を有する市町村であること。

４　実施方法及び実施期間

（１）　実施方法及びその他の必要な事項は別に定める。

（２）　実施期間は，原則として，第７４回国民体育大会の会期１ヶ月前から閉会までとす

る。ただし，総合開会式・閉会式当日は除くものとする。

（３）　実施日数は，原則として１日とする。

５　業務分担及び経費負担

　　業務分担及び経費負担については，第７４回国民体育大会県及び会場地市町村の業務

分担・経費負担基本方針に定めるところによる。

第７４回国民体育大会デモンストレーションスポーツ実施基本方針

平成 25 年２月 12 日

第２回常任委員会決定
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第７４回国民体育大会広報基本方針

　第７４回国民体育大会開催基本方針に基づき，大会の開催意義を広く県民に周知し，そ

の理解を深めることにより，大会への参加意識の高揚と県民総参加の実現を図るとともに，

国体開催といばらきの魅力を全国に発信するため，次のとおり広報活動を展開する。

１　県・市町村，関係機関，企業，ＮＰＯ，ボランティア団体，本県ゆかりのアスリート

等との緊密な連携と協力のもとに，各種広報媒体等を効果的に活用し，積極的に県内外

に国体の開催に向けた情報を発信していく。

２　報道機関との連携や，多様なメディアの活用により，大会に関する情報を迅速かつ効

果的に伝達するとともに，いばらきの魅力を全国に発信する。

３　大会を象徴し，広く県民に愛されるような愛称やスローガン，マスコット等を制定し，

その普及を図ることにより，国体開催の機運を高める。

４　大会の記録映像及び記録写真集等を制作し，その感動と興奮を永く記録にとどめ，開

催成果をいばらきの財産として未来へ継承する。

平 成 25 年 ７ 月 ２ 日

第３回常任委員会決定
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第７４回国民体育大会広報基本計画

　第７４回国民体育大会広報基本方針に基づき，次の広報活動を積極的かつ効果的に推進

する。

１　愛称・スローガン等による広報

　　大会を象徴する愛称・スローガン等を制定し，普及する。

（１）　愛称・スローガン等の制定及び普及

（２）　マスコットの制定及び普及

（３）　イメージソングの制定及び普及

２　印刷物による広報

　　各種印刷物の作成及び既存の広報紙等を活用し，積極的な広報活動を展開する。

（１）　広報紙の発行

（２）　ポスターの作成

（３）　パンフレット等の作成

（４）　各種ガイドブックの作成

（５）　県，市町村，関係機関・団体及び企業等の刊行物（広報紙等）の活用

３　多様なメディアによる広報

　　報道機関との連携を密にし，迅速かつ効果的な情報の伝達に努める。

　　また，インターネットなど多様なメディアを活用し，いばらきの魅力を効果的に全国

に発信する。

（１）　新聞，ラジオ，テレビ等による広報活動の推進

（２）　県・市町村の広報活動（ラジオ，テレビ，インターネットテレビ）の活用

（３）　インターネットや新たなメディアの活用

４　イベントによる広報

　　大会開催までの節目における啓発イベントを開催するとともに，県民運動や各種イベ

ントと連携した広報活動を実施する。

（１）　啓発イベントの開催

（２）　県民（市町村民）運動及び各種団体・企業等のイベントとの連携

平 成 25 年 ７ 月 ２ 日

第３回常任委員会決定
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５　屋外広告物による広報

　　広告塔や横断幕等を設置して国体開催の広報に努める。

（１）　広告塔，歓迎塔，歓迎アーチ等の設置

（２）　横断幕，懸垂幕等の設置

（３）　案内板，カウントダウンボード等の設置

６　映像による広報

　　県民の参加意識の高揚を図るため，映像を活用した広報を実施する。

（１）　前回国体記録映像等（ＤＶＤ等）の貸出

（２）　広報用映像（ＤＶＤ等）の制作及び貸出

７　参加章等の作成

　　大会の開催を記念し，大会参加章や記念章等を作成する。

（１）　参加章，記念章等の作成

（２）　記念グッズ等の作成

８　記録映像等の制作

　　大会の成果を永く記録にとどめるため，記録映像等を制作する。

（１）　大会記録映像（ＤＶＤ等）の制作

（２）　大会記録写真集の制作

９　その他

　　大会の報道活動に関し，その円滑な運営を図るための機関として報道委員会を設置す

る。

　　その他，広報基本方針に基づき，効果的な広報を実施する。
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第７４回国民体育大会　愛称・スローガン募集要項

１　趣旨

　　平成３１年（２０１９年）の第７４回国民体育大会（茨城国体）の開催に向けて，県

民に勇気と感動を与え，子どもたちに夢と希望をもたらす大会としていくことを象徴し，

県民総参加の機運を盛り上げ，広く県民に愛されるとともに，「いばらきの魅力」を全

国に発信できるような「愛称」と「スローガン」を募集します。

２　募集作品

（１）　愛称

　　　茨城国体を，親しみを込めて呼ぶ名前，呼び名。

　　○　茨城の歴史，風土，文化等から連想される「茨城らしさ」があふれ，「第７４回

国民体育大会開催基本方針」（以下「開催基本方針」という）に沿った内容である

こと。

　　○　「茨城○○国体」，「○○いばらき国体」のように，「茨城（いばらき・イバラキ・

ＩＢＡＲＡＫＩも可）」と「国体」の文字を必ず入れてください。

（２）スローガン

　　　茨城国体の趣旨や目的を印象付ける言葉・キャッチコピー。

　　○　選手，スタッフ，応援者など，この大会を取り巻くすべての人が想いを共有でき

るようなメッセージで，開催基本方針に沿った内容であること。

＜第７４回国民体育大会開催基本方針（抜粋）＞

　○　実施目標

　（１）　「いばらきの魅力」を発信する国体

　　　　全県民が総力をあげて，郷土を代表する競技者を応援するとともに，積極的にボ

ランティアとして大会に参画するなど，大会の成功に向けて一人一人が活躍する手

づくりの国体を目指す。

　（２）茨城の特色を生かし，創意工夫を凝らした国体

　　　　競技会場は，県内の既存施設を有効に活用し，広く県内各地で開催することで，

住民の参加と連携を深め，簡素化を図りながらも様々な視点から創意工夫を凝らし，

大会の運営に万全を期する。 

　（３）人情味あふれるおもてなしで創る国体

　　　　来県者を温かく迎え，交流の輪を広げるとともに，地域の特色を活かした観光・

歴史・文化的事業の推進を図りながら地域の絆を深め，民泊等も視野に入れた心の

平 成 25 年 ７ 月 ２ 日

第３回常任委員会報告
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こもったおもてなしに努める。

　（４）更なるスポーツの推進を図る国体

　　　　天皇杯・皇后杯獲得を目指して競技力の向上を図りながら，国体を一過性のスポー

ツイベントとして終わらせることなく，開催される競技が地域に普及し，継続した

スポーツの推進につながるよう工夫する。

３　応募資格

　　制限はありません。

４　募集期間

　　平成２５年９月２日（月）～１０月３１日（木）（当日消印有効）

５　応募方法

（１）　募集チラシについているはがき，郵便はがき，ＦＡＸ，インターネット（パソコン）

のいずれかの方法で応募してください（インターネットをご利用の方は，茨城県庁ホー

ムページ内の国体推進課（第７４回国民体育大会茨城県準備委員会事務局）のホーム

ページから応募できます。ただし，電子メールによる応募は受け付けません。）。

（２）　応募１件につき「愛称」，「スローガン」各１点を明記し，それぞれに簡単な説明を

付け加えてください。

　　　なお，「愛称」，「スローガン」のいずれか１点の応募も可能です。

（３）　応募者の郵便番号，住所，氏名，年齢，電話番号，職業（学校名，学年）を記入し

てください。

（４）　作品は，自作で未発表のものに限ります。

（５）　１人何点でも応募できます。ただし，１回の応募につき各１点の応募とし，それぞ

れ異なる作品に限ります。

（６）　作品提出に係る費用は，応募者の負担となります。郵便による場合，切手のないも

の等は受付いたしません。

６　審査及び決定等

　　第７４回国民体育大会茨城県準備委員会において審査し，入賞作品を決定します。

　　なお，複数の方から応募があった作品が入賞した場合は，抽選で入賞者を１名決定し

ます。

７　発表及び表彰

　　入賞作品の発表は平成２６年１月頃を予定しています。

　　また，表彰については，別途入賞者に通知します。
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８　賞及び賞金

　　応募作品の中から，愛称・スローガンそれぞれ次のとおり最優秀賞及び優秀賞を選定

し，賞状及び賞金を授与します。

　　なお，入賞者が中学生以下の場合には，賞金相当額の図書カードとなります。

（１）　愛称

　　　最優秀賞　１点　５万円

　　　優秀賞　　３点　１万円

（２）　スローガン

　　　最優秀賞　１点　５万円

　　　優秀賞　　３点　１万円

　※　複数の方から応募があった作品が入賞した場合は，抽選により受賞者を決定します。

９　その他

（１）　最優秀作品は，第７４回国民体育大会の「愛称」，「スローガン」として採用し，大

会の広報活動等に広く使用します。

（２）　入賞作品の著作権，商標権その他一切の権利は，第７４回国民体育大会茨城県準備

委員会又は茨城県に帰属します。

（３）　応募作品について著作権等に関わる問題が生じた場合は，全て応募者の責任となり

ます。

（４）　応募作品は返却しません。

（５）　応募作品は，補作（加筆・修正）を行った上で，入賞作品とする場合があります。

（６）　住所，氏名，電話番号等の個人情報については，本事業実施に関わる事務以外には

使用しません。

　　　なお，入賞者の氏名及び住所（市区町村名）については公表します。

（７）　募集の規定に違反したものは，審査の対象となりません。後日違反が判明した場合

には，入賞を取り消すことがあります。

（８）　応募の時点で，この募集要項に記載の事項に同意したものとします。
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10　参考

開催年

(開催都県)
愛称 スローガン

平成25年

(東京都)
スポーツ祭東京２０１３ 東京に 多摩に 島々に 羽ばたけアスリート

平成26年

(長崎県)
長崎がんばらんば国体 君の夢 はばたけ今 ながさきから

平成27年

(和歌山県)
紀の国わかやま国体 躍動と歓喜，そして絆

平成28年

(岩手県)
希望郷いわて国体 広げよう感動。伝えよう感謝。

平成29年

(愛媛県)
愛
え

顔
がお

つなぐえひめ国体 君は風 いしづちを駆け 瀬戸に舞え

平成30年

(福井県)
福井しあわせ元気国体 織りなそう 力と技と美しさ

　※　当応募では，愛称に「茨城○○国体」，「○○茨城国体」のように，「茨城（いばらき・

イバラキ・ＩＢＡＲＡＫＩも可）」と「国体」の文字を必ず入れてください。

　（説明の例）　福井県

　＜愛称＞ 福井しあわせ元気国体

　　　幸福度日本一といわれる福井県で，県民の元気と創意を結集し，しあわせを感じ，

元気があふれる国体を創り上げます。県民みんなで全国からの参加者を温もりの心で

もてなし，交流を通じて，しあわせと元気を全国に発信します。

　＜スローガン＞ 織りなそう　力と技と美しさ

　　　選手は持てる力と技と美しさを，福井県が誇る織物のようにタテ糸とヨコ糸に織り

なし，競技に全力を尽くします。県民一人ひとりは「する」「みる」「支える」のそれ

ぞれの立場で国体に主体的に参画します。これにより相互につながりを深め，みんな

で感動を共有できる国体にしよう，という想いを込めています。

11　応募・問合せ先

　　〒３１０－８５５５　茨城県水戸市笠原町９７８番６（茨城県国体推進課内）

　　　第７４回国民体育大会茨城県準備委員会事務局

　　　愛称・スローガン募集係

　　　　電　話　０２９－３０１－５３９４

　　　　ＦＡＸ　０２９－３０１－５３９９

　　　　ホームページアドレス　http://www.pref.ibaraki.jp/bugai/kokutai/
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第７４回国民体育大会茨城県準備委員会会則

（平成２４年５月２８日設立総会決定）

　第１章　総則

（名称）

第１条　本会は，第７４回国民体育大会茨城県準備委員会（以下「準備委員会」という。）

と称する。

（目的）

第２条　準備委員会は，第７４回国民体育大会（以下「大会」という。）を茨城県におい

て開催するために必要な準備を行うことを目的とする。

（事業）

第３条　準備委員会は，前条の目的を達成するため，次に掲げる事業を行う。

　（１）　大会開催に必要な方針及び計画の策定に関すること

　（２）　大会における実施競技及び会場地市町村に関すること

　（３）　大会開催に必要な施設・設備の整備に関すること

　（４）　大会開催及び準備に係る経費に関すること

　（５）　関係行政機関及び関係機関との連絡調整に関すること

　（６）　前各号に掲げるもののほか，大会の開催に必要な準備に関すること

　第２章　組織

（構成）

第４条　準備委員会は，会長及び委員をもって構成する。

２　委員は，次に掲げる者のうちから会長が委嘱する。

　（１）　県及び市町村を代表する者

　（２）　県及び市町村の議会を代表する者

　（３）　関係競技団体，その他関係機関・団体を代表する者

　（４）　前各号に掲げる者のほか，大会開催の準備に関係ある者

（役員）

第５条　準備委員会に次の役員を置く。

　（１）　会　　長　　　１名

　（２）　副 会 長　　　８名以内

　（３）　常任委員　　６０名以内

　（４）　監　　事　　　３名以内

（役員の選任）

第６条　準備委員会の会長は，茨城県知事をもって充てる。
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２　副会長及び常任委員は，総会の承認を得て委員のうちから会長が委嘱する。

３　監事は，総会の承認を得て会長が委嘱する。

（役員の職務）

第７条　会長は，準備委員会を代表し，会務を総理する。

２　副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるとき又は，欠けたときは，あらかじめ会

長が指名した副会長が，その職務を代理する。

３　常任委員は，常任委員会を構成し，第１２条第７項に掲げる事項を審議する。

４　監事は，準備委員会の財務を監督する。

（任期等）

第８条　委員及び役員（以下「委員等」という。）の任期は，委嘱されたときから準備委

員会の目的が達成され解散するまでとする。ただし，委員等が就任時におけるそれぞれ

の所属機関又は，団体等の役職を離れた場合は，その委員等は，辞任したものとみなし，

その後任者が前任者の残任期間を務めるものとする。

２　会長は，委員等に特別な事情が生じたときは，その職を解き，必要に応じて補充する

ことができる。

３　会長は，前２項の規定により委員等の変更があった場合は，次の総会において報告す

る。

（顧問及び参与）

第９条　準備委員会に，顧問及び参与を置くことができる。

２　顧問及び参与は，会長が委嘱する。

３　顧問は，会務の重要な事項について，会長の諮問に応じ助言を行う。

４　参与は，会長が必要と認める事項について，会長の諮問に応じ助言を行う。

５　前条の規定は，顧問及び参与の任期等について準用する。

６　役員，委員，顧問及び参与は，無報酬とする。

　第３章　会議

（会議の種類）

第10条　準備委員会に，次の会議を置く。

　（１）　総会

　（２）　常任委員会

　（３）　専門委員会

（総会）

第11条　総会は，会長及び委員をもって構成する。

２　総会は，必要に応じて会長が招集する。

３　総会の議長は，会長又は，会長が指名した者がこれにあたる。

４　総会は，次に掲げる事項について審議し，決定する。
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　（１）　大会の開催に必要な方針に関すること

　（２）　会則の制定及び改廃に関すること

　（３）　事業計画及び事業報告に関すること

　（４）　予算及び決算に関すること

　（５）　常任委員会に委任する事項に関すること

　（６）　その他重要な事項に関すること

５　総会は，委員の過半数の出席がなければ開会し，議決することはできない。ただし，

総会に出席できない委員は，あらかじめ通知された事項について，代理人に権限を委任

し，又は，書面で議決に加わることができる。

６　会議の議事は，出席委員（代理人に権限を委任し，又は，書面で議決に加わった者を

含む。）の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。

７　会長は，必要に応じて顧問及び参与に総会への出席を求めることができる。

（常任委員会）

第12条　常任委員会は，会長，副会長及び常任委員をもって構成する。

２　委員長は，会長をもって充てる。

３　副委員長は，副会長をもって充てる。

４　常任委員会は，必要に応じ委員長が招集する。

５　常任委員会の議長は，委員長又は，委員長が指名した者がこれにあたる。

６　委員長に事故があるとき又は，欠けたときは，あらかじめ委員長が指名した者がその

職務を代理する。

７　常任委員会は，次に掲げる事項について審議し，その結果を必要に応じて次の総会に

報告する。

　（１）　総会から委任された事項に関すること

　（２）　専門委員会の設置及び専門委員会への付託及び委任事項に関すること

　（３）　総会を招集するいとまのない緊急な事項に関すること

　（４）　その他，委員長が必要と認める事項に関すること

８　前条第５項及び第６項の規定は常任委員会について準用する。

９　第８条の規定は，常任委員の任期等について準用する。

（専門委員会）

第13条　専門委員会は，会長が委嘱する専門委員をもって構成する。

２　専門委員会は，常任委員会からの付託又は，委任された事項について調査・審議し，

その結果を常任委員会に報告する。

３　前２項に定めるもののほか，専門委員会に関し必要な事項は，常任委員会に諮り，会

長が別に定める。

４　第８条の規定は，専門委員の任期等について準用する。
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　第４章　会長の専決処分

（会長の専決処分）

第14条　会長は，総会及び常任委員会（以下「総会等」という。）を招集するいとまがな

いとき，又は，総会等の権限に属する事項で軽易なものについては，これを専決処分す

ることができる。

２　前項の規定により専決処分したときは，会長はこれを次の総会等に報告し，承認を求

めなければならない。

　第５章　事務局

（事務局）

第15条　準備委員会の事務を処理するため，事務局を置く。

２　事務局に関し必要な事項は，会長が別に定める。

　第６章　財務

（経費）

第16条　準備委員会の経費は，負担金及びその他の収入をもって充てる。

（予算及び決算）

第17条　準備委員会の収支予算は，総会の議決により定め，収支決算は，監事の監査を経

て総会の承認を得なければならない。

（会計年度）

第18条　準備委員会の会計年度は，毎年４月１日に始まり，翌年３月３１日までとする。

２　準備委員会の会計に関し必要な事項は，会長が別に定める。

　第７章　補則

（委任）

第19条　この会則に定めるもののほか，準備委員会の運営に関し必要な事項は，会長が別

に定める。

（解散）

第20条　準備委員会は，第２条に規定する目的が達成されたとき，総会の議決を経て解散

するものとする。

２　準備委員会が解散するときに有する残余財産は，総会の議決を経て処分する。

　附則

１　この会則は，平成２４年５月２８日から施行する。

２　準備委員会の平成２４年度における会計年度は，第１８条第１項の規定にかかわらず，

平成２４年５月２８日に始まり，平成２５年３月３１日までとする。
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第７４回国民体育大会茨城県準備委員会役員

【会長】1名　【副会長】8名　【常任委員】50名　【監事】2名　　計61名

役職 選出区分 機関・団体名および役職 氏　　　名
1 会長(委員長) 県関係 茨城県知事 橋 本 　　昌
2

副会長
(副委員長)

県議会関係 茨城県議会議長 白 田  信 夫
3

県関係
茨城県副知事 山 口 やちゑ

4 茨城県副知事 榊 　　真 一
5 県教委関係 茨城県教育委員会委員長 福 岡　和 子
6

市町村関係
茨城県市長会長 会 田　真 一

7 茨城県町村会長 小 谷　隆 亮
8 県庁所在地市長 高 橋 　　靖
9 県体協関係 公益財団法人茨城県体育協会長 角 田　芳 夫
10

常任委員

県議会関係

茨城県議会副議長 藤 島　正 孝
11 茨城県議会総務企画委員会委員長 錦 織　孝 一
12 茨城県議会防災環境商工委員会委員長 神 達　岳 志
13 茨城県議会保健福祉委員会委員長 西　野　　一
14 茨城県議会農林水産委員会委員長 石 井　邦 一
15 茨城県議会土木企業委員会委員長 鈴 木　亮 寛
16 茨城県議会文教警察委員会委員長 横 山　忠 市
17

県関係

茨城県理事兼政策審議監 野 口 　　通
18 茨城県理事兼知事公室長 小 野　嘉 久
19 茨城県総務部長 福 田 　　毅
20 茨城県総務部理事兼地域支援局長 今 橋　裕 麿
21 茨城県企画部長 小松原　　仁
22 茨城県企画部理事兼科学技術振興監 増 子　千 勝
23 茨城県生活環境部長 泉 　　幸 一
24 茨城県生活環境部理事兼防災・危機管理局長 丹　 　勝 義
25 茨城県保健福祉部長 土 井　幹 雄
26 茨城県商工労働部長 横 山　仁 一
27 茨城県農林水産部長 柴 田　眞 幸
28 茨城県土木部長 立 藏　義 明
29 茨城県企業局長 中 島　敏 之
30 茨城県病院事業管理者 金 子　道 夫
31 茨城県教育委員会教育長 小野寺　　俊
32 茨城県警察本部長 荻 野　 　徹
33

市町村関係
茨城県市議会議長会会長 田 口　文 明

34 茨城県町村議会議長会会長 青 木  武 明
35 茨城県市町村教育委員会連合会会長 浅 田     順
36

スポーツ関係

公益財団法人茨城県体育協会副会長 堀 口 卓司郎
37 公益財団法人茨城県体育協会副会長 髙 山　能 昌
38 社団法人茨城県レクリエーション協会会長 岡 田 　　広
39 茨城県スポーツ推進委員協議会会長 本 橋　道 明
40 茨城県スポーツ推進審議会委員長 巽　 　申 直
41 茨城県障害者スポーツ・文化協会会長 橋 本 　　昌
42 茨城県総合型地域スポーツクラブ協議会会長 大 和　道 男
43 茨城県中学校体育連盟会長 相 吉　新 一
44 茨城県高等学校体育連盟会長 根 本　 　聡
45

学校関係
茨城県学校長会会長 吉 澤　一 喜

46 茨城県高等学校長協会協会長 原　　 篤 範
47 茨城県私学協会会長 大 窪　範 光
48

産業・経済関係

一般社団法人茨城県経営者協会会長 鬼 澤　邦 夫
49 茨城県商工会議所連合会会長 和 田 祐之介
50 茨城県商工会連合会会長 外 山　崇 行
51 茨城県中小企業団体中央会会長 幡 谷　祐 一
52 公益社団法人日本青年会議所関東地区茨城ブロック協議会会長 大 島  郁 弘
53 通信・運輸関係 一般社団法人茨城県バス協会会長 須 田　哲 雄
54 宿泊・観光関係 一般社団法人茨城県観光物産協会会長 橋 本　　 昌
55

医療・福祉関係
社団法人茨城県医師会会長 小 松　　 満

56 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会会長 関　　 正 夫
57

社会団体関係
大好きいばらき県民会議理事長 幡 谷　浩 史

58 茨城県女性団体連盟会長 大 越　福 枝
59 茨城県地域女性団体連絡会会長 櫻 井 よう子
60

監事
県関係 茨城県会計管理者 小 林　　 彰

61 市町村関係 茨城県市長会・町村会常務理事兼事務局長 佐 藤　政 雄
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第７４回国民体育大会茨城県準備委員会委員

【会長】1名　
選出区分 機関・団体名および役職 氏　　　名
県関係 茨城県知事 橋 本　 　昌

【委員】178名

県議会関係

茨城県議会議長 白 田  信 夫
茨城県議会副議長 藤 島　正 孝
茨城県議会総務企画委員会委員長 錦 織　孝 一
茨城県議会防災環境商工委員会委員長 神 達　岳 志
茨城県議会保健福祉委員会委員長 西　野　　一
茨城県議会農林水産委員会委員長 石 井　邦 一
茨城県議会土木企業委員会委員長 鈴 木　亮 寛
茨城県議会文教警察委員会委員長 横 山　忠 市

県関係

茨城県副知事 山 口 やちゑ
茨城県副知事 榊　　 真 一
茨城県理事兼政策審議監 野 口　 　通
茨城県理事兼知事公室長 小 野　嘉 久
茨城県総務部長 福 田 　　毅
茨城県総務部理事兼地域支援局長 今 橋　裕 麿
茨城県企画部長 小松原　　仁
茨城県企画部理事兼科学技術振興監 増 子　千 勝
茨城県生活環境部長 泉　　 幸 一
茨城県生活環境部理事兼防災・危機管理局長 丹　 　勝 義
茨城県保健福祉部長 土 井　幹 雄
茨城県商工労働部長 横 山　仁 一
茨城県農林水産部長 柴 田　眞 幸
茨城県土木部長 立 藏　義 明
茨城県企業局長 中 島　敏 之
茨城県病院事業管理者 金 子　道 夫
茨城県警察本部長 荻 野　 　徹
茨城県教育委員会委員長 福 岡　和 子
茨城県教育委員会教育長 小野寺　　俊

市町村関係

茨城県市議会議長会会長 田 口　文 明
茨城県町村議会議長会会長 青 木  武 明
茨城県市町村教育委員会連合会会長 浅 田     順
茨城県市長会長 会 田　真 一
茨城県町村会長 小 谷　隆 亮
水戸市長 高 橋　 　靖
日立市長 吉 成 　　明
土浦市長 中 川 　　清
古河市長 菅 谷 憲一郎
石岡市長 久保田健一郎
結城市長 前 場　文 夫
龍ケ崎市長 中 山　一 生
下妻市長 稲 葉　本 治
常総市長 高 杉     徹
常陸太田市長 大久保 太 一
高萩市長 草 間　吉 夫
北茨城市長 豊 田　 　稔
笠間市長 山 口　伸 樹
取手市長 藤 井　信 吾
牛久市長 池 辺　勝 幸
つくば市長 市 原　健 一
ひたちなか市長 本 間　源 基
鹿嶋市長 内 田　俊 郎
潮来市長 柗 田　千 春
常陸大宮市長 三 次 真一郎
那珂市長 海 野 　　徹
筑西市長 須 藤　　 茂
坂東市長 吉 原　英 一
稲敷市長 田 口　久 克
かすみがうら市長 宮 嶋　光 昭
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市町村関係

桜川市長 中 田　 　裕
神栖市長 保 立　一 男
行方市長 伊 藤　孝 一
鉾田市長 鬼 沢　保 平
つくばみらい市長 片 庭　正 雄
小美玉市長 島 田　穣 一
茨城町長 小 林　宣 夫
城里町長 阿久津 藤 男
東海村長 村 上　達 也
大子町長 益 子　英 明
美浦村長 中 島 　　栄
阿見町長 天 田 富司男
河内町長 雜 賀　正 光
八千代町長 大久保　　司
五霞町長 染 谷　森 雄
境町長 野 村　康 雄
利根町長 遠 山　 　務

スポーツ関係

公益財団法人茨城県体育協会長 角 田　芳 夫
公益財団法人茨城県体育協会副会長 堀 口 卓司郎
公益財団法人茨城県体育協会副会長 髙 山　能 昌
公益財団法人茨城県体育協会専務理事 市 村　 　仁
社団法人茨城県レクリエーション協会会長 岡 田　 　広
茨城県スポーツ推進委員協議会会長 本 橋　道 明
茨城県スポーツ推進審議会委員長 巽　　 申 直
茨城県障害者スポーツ・文化協会会長 橋 本　 　昌
茨城県総合型地域スポーツクラブ協議会会長 大 和　道 男
茨城県中学校体育連盟会長 相 吉　新 一
茨城県高等学校体育連盟会長 根 本　 　聡
茨城県高等学校野球連盟会長 木 城　孝 夫
茨城県女子体育連盟会長 大 越　福 枝

競技団体

茨城県水泳連盟会長 関 口　　 毅
茨城県ボート協会会長 藤 島　正 孝
茨城県セーリング連盟会長 錦 織　孝 一
茨城県カヌー協会会長 川 口　 　浩
茨城陸上競技協会会長 関 山　由 雄
公益財団法人茨城県サッカー協会会長 海 野  　 透
茨城県テニス協会会長 黒 澤　弘 忠
茨城ホッケー協会会長 梶 山　弘 志
茨城県アマチュアボクシング連盟会長 鈴 木　奉 勲
茨城県バレーボール協会会長 梶 山　弘 志
茨城県体操協会会長 飯 田　 　稔
茨城県バスケットボール協会会長 寺 山 　　徹
茨城県レスリング協会会長 田 山　東 湖
茨城県ウエイトリフティング協会会長 阿 部　敏 博
茨城県ハンドボール協会会長 会 田　真 一
茨城県自転車競技連盟会長 葉 梨　康 弘
茨城県ソフトテニス連盟会長 大 滝　正 榮
茨城県卓球連盟会長 中 川　靖 雄
茨城県軟式野球連盟会長 光 山　光 次
茨城県相撲連盟会長 関　　 和 夫
茨城県馬術連盟会長 海 野 　　透
茨城県フェンシング協会会長 永 野　武 晨
茨城県柔道連盟会長 萩 原　　 榮
茨城県ソフトボール協会会長 岸 根　壽 英
茨城県バドミントン協会会長 手 塚　克 彦
茨城県弓道連盟会長 柴 田　 　猛
茨城県ライフル射撃協会会長 來 栖　行 正
茨城県剣道連盟会長 髙 山　陽 好
茨城県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会会長 岡 部　英 男
茨城県山岳連盟会長 二階堂 章 信
茨城県アーチェリー協会会長 足 立　寛 作
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競技団体

茨城県空手道連盟会長 西 條　昌 良
茨城県銃剣道連盟会長 佐久間 善 彦
茨城県クレー射撃協会会長 沼 田　利 光
茨城県なぎなた連盟会長 岡 田　 　広
茨城県ボウリング連盟会長 久 保　正 幸
茨城県アマチュアゴルフ連盟会長 酒 井 　　信
茨城県トライアスロン協会会長 岡 田 　　広

学校関係

茨城県学校長会会長 吉 澤　一 喜
茨城県高等学校長協会協会長 原 　　篤 範
茨城県私学協会会長 大 窪　範 光
茨城大学学長 池 田　幸 雄
筑波大学学長 永 田　恭 介
流通経済大学学長 小池田 冨 男
特例社団法人茨城県専修学校各種学校連合会会長 八文字 敏 宏
茨城県幼稚園連合会会長 寺 門　　 南

産業・経済関係

一般社団法人茨城県経営者協会会長 鬼 澤　邦 夫
茨城県商工会議所連合会会長 和 田 祐之介
茨城県商工会連合会会長 外 山　崇 行
茨城県中小企業団体中央会会長 幡 谷　祐 一
公益社団法人日本青年会議所関東地区茨城ブロック協議会会長 大 島  郁 弘
一般社団法人茨城県銀行協会理事長 寺 門　一 義
茨城県信用金庫協会会長 長 沢　　 廣
茨城県信用組合協会会長 幡 谷　祐 一
茨城県農業協同組合中央会会長 加倉井 豊 邦
茨城県森林組合連合会代表理事会長 平 塚　 　修
茨城沿海地区漁業協同組合連合会代表理事会長 小 野　 　勲
一般社団法人茨城県建設業協会会長 岡 部　英 男

通信・運輸関係

一般社団法人茨城県バス協会会長 米 川　公 誠
東日本旅客鉄道株式会社水戸支社長 小 池　邦 彦
東日本電信電話株式会社茨城支店長 清 水 健一郎
一般社団法人茨城県ハイヤー・タクシー協会会長 新 井　 　昇
公益財団法人茨城県開発公社理事長 渡 邊　一 夫

宿泊・観光関係

一般社団法人茨城県観光物産協会会長 橋 本　 　昌
茨城県ホテル旅館生活衛生同業組合理事長 吉 岡　昭 文
公益社団法人茨城県食品衛生協会会長 萩 谷　　 寛
茨城県旅行業協会会長 木 村 　　進
公益社団法人茨城県栄養士会会長 政 安　静 子

医療･福祉関係

一般社団法人茨城県医師会会長 小 松　　 満
公益社団法人茨城県歯科医師会会長 森 永　和 男
公益社団法人茨城県薬剤師会会長 根 本　清 美
公益社団法人茨城県看護協会会長 村 田　昌 子
社会福祉法人茨城県社会福祉協議会会長 関　 　正 夫
日本赤十字社茨城県支部支部長 橋 本 　　昌

警備・消防関係
一般財団法人茨城県交通安全協会会長 照 山　昭 一
公益財団法人茨城県防犯協会理事長 人 見　實 徳
公益財団法人茨城県消防協会会長 葉 梨　 　衛

社会団体関係

大好きいばらき県民会議理事長 幡 谷　浩 史
茨城県女性団体連盟会長 大 越　福 枝
茨城県地域女性団体連絡会会長 櫻 井 よう子
公益財団法人茨城県老人クラブ連合会会長 山 口　篤 二
茨城県社会教育振興協議会会長 永 井　久 善
茨城県青年団体連盟会長 川 西　栄 次
公益財団法人いばらき文化振興財団理事長 林　　　　孝
茨城文化団体連合会長 人 見　實 徳
社団法人茨城県青少年育成協会会長 石 津　博 康
茨城県子ども会育成連合会会長 中 川　輝 夫
日本ボーイスカウト茨城県連盟理事長 山 田　隆 士
一般社団法人ガールスカウト茨城県連盟連盟長 安　　 節 子
茨城県高等学校ＰＴＡ連合会会長 神 戸　美 貴
茨城県ＰＴＡ連絡協議会会長 加 藤　欣 一
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【顧問】15 名

機関・団体名および役職 氏　　　名

国会議員

衆議院議員 石 井　啓 一

衆議院議員 石 川  昭 政

衆議院議員 大 畠　章 宏

衆議院議員 梶 山　弘 志

衆議院議員 新 谷  正 義

衆議院議員 田 所  嘉 徳

衆議院議員 永 岡　桂 子

衆議院議員 中 村 喜四郎

衆議院議員 丹 羽  雄 哉

衆議院議員 額 賀 福志郎

衆議院議員 葉 梨  康 弘

参議院議員 岡 田　 　広

参議院議員 郡 司 　　彰

参議院議員 長谷川 大 紋

参議院議員 藤 田　幸 久

【参与】81 名

県議会議員

茨城県議会議員 加 藤　明 良

茨城県議会議員 舘　 　静 馬

茨城県議会議員 高 崎 　　進

茨城県議会議員 川 津 　　隆

茨城県議会議員 大 内 久美子

茨城県議会議員 佐 藤　光 雄

茨城県議会議員 石 川　多 聞

茨城県議会議員 井 手　義 弘

茨城県議会議員 長谷川 修 平

茨城県議会議員 齋 藤　英 彰

茨城県議会議員 福 地 源一郎

茨城県議会議員 菊 池　敏 行

茨城県議会議員 伊 沢　勝 徳

茨城県議会議員 青 山　大 人

茨城県議会議員 八 島　功 男

茨城県議会議員 森 田　悦 男

茨城県議会議員 江 田　隆 記

茨城県議会議員 戸井田 和 之

茨城県議会議員 桜 井　富 夫

茨城県議会議員 臼 井 平八郎

茨城県議会議員 萩 原　 　勇

茨城県議会議員 飯 塚　秋 男

茨城県議会議員 飯 田　智 男

茨城県議会議員 小田木 真 代

茨城県議会議員 志 賀　秀 之

茨城県議会議員 村 上　典 男

茨城県議会議員 常 井　洋 治

茨城県議会議員 川 口　政 弥

茨城県議会議員 細 谷　典 男

茨城県議会議員 山 岡　恒 夫

茨城県議会議員 星 田　弘 司

茨城県議会議員 飯 岡　英 之

茨城県議会議員 鈴 木　　 将
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県議会議員

茨城県議会議員 田 村 けい子

茨城県議会議員 海 野 　　透

茨城県議会議員 磯 崎 久喜雄

茨城県議会議員 大 谷　 　明

茨城県議会議員 小 川  一 成

茨城県議会議員 鈴 木　定 幸

茨城県議会議員 先 﨑　 　光

茨城県議会議員 宮 﨑 　　勇

茨城県議会議員 設 楽 詠美子

茨城県議会議員 石 塚 仁太郎

茨城県議会議員 細 谷　典 幸

茨城県議会議員 外 塚     潔

茨城県議会議員 西 條　昌 良

茨城県議会議員 石 田　　 進

茨城県議会議員 本 澤 　　徹

茨城県議会議員 島 田　幸 三

茨城県議会議員 田 山　東 湖

茨城県議会議員 荻 津　和 良

茨城県議会議員 下 路 健次郎

茨城県議会議員 葉 梨　 　衛

茨城県議会議員 半 村 　　登

県教委関係

茨城県教育委員会委員長職務代理者 柳 生 　　修

茨城県教育委員会委員 関　　 正 樹

茨城県教育委員会委員 大久保 博 之

茨城県教育委員会委員 水 越　和 夫

国関係

自衛隊茨城地方協力本部長 太 田　 　徹

関東森林管理局茨城森林管理署長 赤 木　利 行

関東運輸局茨城運輸支局長 佐 藤　研 一

水戸地方気象台長 渡 辺　典 昭

関東地方整備局常陸河川国道事務所長 久保田　　一

報道関係

茨城新聞社代表取締役社長 小田部　　卓

毎日新聞社水戸支局長 大 矢　伸 一

読売新聞社水戸支局長 鈴 木　英 二

朝日新聞社水戸総局長 福 島　範 彰

産經新聞水戸支局長 三保谷 浩 輝

東京新聞水戸支局長 増田　恵美子

日本経済新聞社水戸支局長 鈴 木　豊 之

常陽新聞新社代表取締役社長 関 野　一 郎

日刊工業新聞社茨城支局長 玄蕃　由美子

日本工業新聞社東関東支局長 増 尾　昭 広

時事通信社水戸支局長 花野井 道 郎

共同通信社水戸支局長 古 池　一 正

日本放送協会水戸放送局長 加 茂　　 明

茨城放送代表取締役社長 北 島　重 司

日本テレビ水戸支局長 三 瓶　正 三

ＴＢＳテレビ水戸駐在員 飯 島　哲 平

フジテレビ水戸支局長 寺 尾　伸 幸

テレビ朝日水戸支局長 田 村　保 憲


